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様式第１号

自己点検・評価報告書（教員個人分）

報告者 音楽教育講座／西園芳信

■平成２０年度自己点検・評価

（平成２０年度評価に係る平成１９年度の目標・計画及び点検・評価）

Ⅰ．学長の定める重点目標

Ⅰ－１．教育大学教員としての授業実践

本学の使命の一つは，豊かな教育実践力を身に付けた教員を養成して社会に送り出すこ

とにある。教育大学に籍を置く教員として，将来，教師を目指す学生に対して，どのような授

業実践を展開すればよいのであろうか。ミニ理学部・ミニ文学部からの脱却の必要性が言わ

れて久しいが，あなたは①授業内容，②授業方法，③成績評価の３点においてどのような創

意工夫をして，授業実践に取り組んでいくか。

Ⅰ－２．大学教員としての社会（地域）貢献

大学教員の担うべき課題の一つに，その教育・研究活動などをとおして，社会（地域）に貢

献するという課題がある。あなたは，どのような活動をとおして自己を社会的にアピールし，

かつ社会への貢献に取り組んでいくか。

Ⅰ－１．教育大学教員としての授業実践
１．目標・計画

○教科内容学の観点から学校の音楽科の教科内容と教員養成コア科目の授業内容
や教科教育の授業内容とを連関させ展開するようにする。
○授業方法や成績評価においても学校の音楽科の教科内容の理解と習得を主たる
ねらいとして設定するようにする。

２．点検・評価

○教科内容学の観点からコア授業や教科教育の授業に教科内容を反映するよう改
善を図った。
○授業方法や成績評価において、音楽科の教科内容の理解と修得をねらいとするこ
とは、不十分だが推進できた。

自己点検・評価水準 Ｂ
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Ⅰ－２．大学教員としての社会（地域）貢献
１．目標・計画

○地域の現場教員との交流を通して日本伝統音楽の教材を開発する。

２．点検・評価

○地域の教員と中学生を対象とした箏と尺八のアンサンブル教材を開発し、日本学校
音楽教育実践学会（於：くらしき作陽大学）で発表した。

自己点検・評価水準 Ａ

Ⅱ．分野別

Ⅱ－１．教育・学生生活支援
１．目標・計画

○学部の第2コア授業となる「初等中等教科教育実践ⅠⅡ」の内容について，教科専
門，教科教育，教育実践の連携の観点から改善を図る。
○学部の授業「中等音楽科教育論」について，模擬授業等の実践体験を取り入れるこ
とによって学生が積極的に授業に参加するように改善を図る。

２．点検・評価

○学部コア授業「初等中等教科教育実践」の内容について、教科専門、教科教育、教
育実践の教員が連携の観点から改善を図ることについて、附属や地域の教員を交え
ての検討は出来ていない。このことは、２０年度に行う。
○「中等音楽科教育論」の授業に模擬授業を取り入れ体験的に学ぶことについては、
実施し、授業評価や教育実習において教育の効果を見ることができた。

自己点検・評価水準 Ｂ
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Ⅱ－２．研究
１．目標・計画

○研究テーマ「デューイ芸術的経験論にみる批評の概念についての研究」を日本デュ
ーイ学会誌に投稿する。
○連合博士課程の研究プロジェクトＦ「教育実践の観点から捉える教科内容学の研究
」について，2年目の計画を推進する。
○大学教育改革につながる各種ＧＰについて，プロジェクト研究を通して推進する。

２．点検・評価

○ Ａ論文となるデューイ芸術的経験論に関する論考を日本デューイ学会誌に投稿し
た。
○ プロジェクト研究Ｆ「教育実践の観点から捉える教科内容学の研究」の代表者とし
て２年目の課題を推進し、所期の目標を達成した。
○プロジェクト研究によって推進したＧＰの中で，現代ＧＰと専門職ＧＰが採択された。

自己点検・評価水準 Ａ

Ⅱ－３．大学運営
１．目標・計画

①前年に引き続き，教員養成専門職大学院検討部会の副主査として，本学の運営に
貢献する。
②前年に引き続き，21世紀の教員養成・教員研修等に関する検討会議 カリキュラム
の点検・評価専門部会主査 として貢献する。
③学長補佐として，GP等研究開発に関して貢献する。

２．点検・評価

○２０年度から専門職大学院が設置されることとなり、専門職大学院検討部会の副主
査としての役割を果たすことができた。
○２１世紀の教員養成・教員研修等に関する検討部会において、学部コア・カリキュラ
ムの点検・評価について継続的に行った。
○学長補佐としてＧＰ等研究開発に携わり、現代ＧＰ、専門職ＧＰの採択に貢献した。

自己点検・評価水準 Ａ
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Ⅱ－４．附属学校・社会との連携，国際交流等
１．目標・計画

○附属学校や地域の教員と連携し，コア・カリキュラムのコア授業の展開の仕方につ
いて共同研究を進める。

２．点検・評価

○附属中学校において、２年生を対象とした音楽の授業を実践した。授業は、新しい
学習指導要領の内容となる批評の方法を取り入れた鑑賞の活動である。４クラスを８
週間、合計３２時間の授業を行った。最後の時間に研究授業を行い、文部科学省の
教科調査官、附属の教員、地域の教員を交え、研究協議も行った。

自己点検・評価水準 Ａ

Ⅲ．本学への総合的貢献（特記事項）

○研究開発担当の学長補佐、教員養成専門職大学院検討部会の副主査として、本
学の運営に一定の貢献をした。

（注）本欄は，目標の設定時には記述を要しない。評価する際に記述すること。

自己点検・評価水準 Ａ

評 価 結 果 S


